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審査書案は認められない

伊方原発の再稼働に反対！


　原子力規制委員会は２０日の定例会合で、伊方原発３号機の原子炉設置変更許可について、再稼働を容認する審査書案を確定しました。しかし、以下の理由からも、再稼働を認めることはできません。
◆地震や津波が基準を超える恐れがある◆

▽　伊方原発は、巨大な断層である中央構造線の真上にあり、活断層が密集しています。また、太平洋沖に走る南海トラフが、いつ巨大地震を引き起こしてもおかしくない状況にあります。

▽　高浜原発の運転差止仮処分で福井地裁が示したように、基準地震動は緩やかにすぎ、これを超える地震が発生する可能性が否定できません。津波についても、基準津波を超える恐れがあります。原子力規制委員会は、伊方原発の再稼働を急ぐ前に、緩やかにすぎると指摘をうけた新規制基準について抜本的に見直す必要があります。

◆重大事故がおこれば逃げ場はなく汚染水は瀬戸内の自然を破壊することに◆
▽　伊方原発は、佐多岬半島の付け根にあり、半島側の住民は、事故の際に陸路で逃げることはできません。半島の先端から船で脱出するしかありませんが、風などにより船が出なければそれも無理です。現に避難訓練で船での避難ができない事態が何度もありました。港までの一本道はがけ崩れの危険地帯を通っていることも問題です。

▽　伊方原発は日本で唯一、内海にある原発です。伊方原発から上関にかけての海域は瀬戸内でももっとも豊かな自然が残る地域です。これを汚染水で汚すようなことはあってはなりません。伊方原発は汚染水対策がありません。汚染水が発生しても処理施設や汚染水をためるタンクの置場もない状況です。

◆伊方原発の再稼働に反対しよう◆

▽　伊方原発３号機の審査書案についてのパブリック・コメント募集がはじまりました。基準地震動や基準津波が緩すぎること、汚染水対策がとられていないこと、避難計画に実効性がないにもかかわらず、新規制基準では審査の対象となっていないことなど、さまざまな問題をぶつけていきましょう。抗議行動や街宣など、さまざまな手段で、伊方原発再稼働反対の声を挙げていきましょう！

　パブリックコメントは規制委のＨＰからhttps://www.nsr.go.jp/procedure/public_comment/20150520_01.html
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